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平成１９年度 全国学力・学習状況調査のお知らせ

平成１９年４月に小学校６年生、中学校３年生を対象にした全国学力・学習状況調査の調査結

果がまとまりました。この調査結果を踏まえ、本校の結果概要を報告させていただきます。

なお、今回の調査によって測られたものは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活

。 、 、動の一側面にすぎません この調査結果のみにとらわれず 生徒一人ひとりの力をつけることに

引き続き取り組んでまいります。

実施の概要

１ 調査の目的

・全国的な義務教育の機会均等と、その水準の維持向上の観点から、各地域における

児童生徒との学力・学習状況を把握・分析することにより、教育及び教育施策の成果

と課題を検証し、その改善を図ること。

・各教育委員会、学校等が全国的な状況とその関係において自らの教育及び教育施策の

成果と課題を把握し、その改善を図ること。

２ 調査内容

ア、教科に対する調査

国語Ａ、数学Ａ 主として「知識」に関する問題

国語Ｂ、数学Ｂ 主として「活用」に関する問題

イ、質問紙調査

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面に関する調査

調査結果の概要

１ 教科学習状況調査結果

＜国語＞ ◇よい状況と考えられる内容 ◆指導・改善が必要と考えられる内容

【国語Ａ（主として知識 】）

・書くこと ◇手紙の頭語（前略、拝啓）についての理解

・読むこと ◇語句の意味に注意して内容を読みとること

◆代表的な古典に関する知識・理解

・言語事項 ◇生活の場面で敬語（いらっしゃる）を適切に使うこと

◆文脈に即して漢字を正しく書く、読む、はできているが、漢字の

読みが一部できていない



【国語Ｂ（主として活用 】）

・書くこと ◇作品の内容や構成、表現上の特色を踏まえ、自分の考えを書くこと

・読むこと 作品の展開や心情の変化に着目すること◆

・話すこと 話すことの内容に応じて適切な資料を提示すること◆

＜教科の今後の取り組み＞

○古典に親しむ機会を増やす

○文脈に即して漢字が正しく書けるよう計画的な学習を進め、定着を図る

○さまざまな資料を収集し、そこから自分が必要としている情報を取捨選択したり、書こうと

する力を「総合的な学習の時間」を含めて行う

○作品の展開を接続詞に注目してとらえる学習や文学作品の心情の変化をつかむ学習を行う

○読書活動を取り入れて多くの文章にふれる機会を増やしていく

＜数学＞ ◇よい状況と考えられる内容 ◆指導・改善が必要と考えられる内容

【数学Ａ（主として知識 】）

◇関数領域、図形領域、統計的領域、整数係数の文字式の計算

◆数式領域においては、整数、小数、分数の除法の計算、四則を含む正の数と負の数の計算

【数学Ｂ（主として活用 】）

◇関数領域では、比例・反比例・１次関数であることが与えられている場合の数量関係の

把握・グラフの概形の理解

◆いろいろな現象の中から関数を見つけたり、関数を利用して課題を解決すること

◇図形的領域では、基本的な性質の理解

◆証明問題において論理的に思考を進めていくこと

＜教科の今後の取り組み＞

○ 各領域とも基礎・基本の理解・習得に時間をかける

○ さまざまな状況を数学的にとらえ、表現し、考えるような課題に接するようにする

）２ 質問紙調査結果（左近山中学校の特徴や傾向

・一日に運動・スポーツをして身体を動かしている生徒の割合は半数以上でかなり高い

・将来の夢や目標を持っている生徒の割合が高い

・難しいことでも失敗をおそれず挑戦している生徒の割合が高い

・ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある、という生徒の割合が高い

・学校に持っていくものを、前日か、その日の朝に確かめている生徒の割合が低い

・テレビを見ることやゲームをする時間などのルールを家の人と決めている生徒の割合が低い

・就寝時刻が遅く、起床時刻も遅い傾向にある

・携帯電話で通話やメールをほぼ毎日している生徒の割合が高い

・学校の授業時間以外に勉強を全くしない、３０分に満たない生徒が半数近くおり、割合が高い

・読書を全くしない生徒の割合が半数、と高い




